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子どもが変わる、教師が変わる、学校・家庭・地域が変わる
～文部科学省 田村学氏との対談：ＥＳＤの成果をどうとらえるか～

意義の大きい総合的な

　　　学習の時間の位置づけ
～ユネスコスクールがこの9月で647校となり、当初の目標であった500校を超えました。この状況を踏まえ、わが国のＥＳＤの現状についてどのようにお考えでしょうか。

手島　7、8年前はＥＳＤという言葉さえ、ほとんどの方が知らなかったけれど、この数年の間に教育関係者の間ではだいぶ広がったと思います。ただ実際にどれほど持続可能な社会づくりという意識をもって取り組まれているかというとまだまだ不十分ではないでしょうか。

　ただ、私はＥＳＤを゛世界の総合的な学習の時間゛であると思っています。生活・総合の時間で育てたい力、育てたい子ども像というのは、持続可能な社会をどうやって実現していくのかということにつながっていきます。そう考えると、日本中で生活・総合は100％行われているのです。ここに日本のＥＳＤの可能性を感じているのです。
田村　ＥＳＤという言葉は、最初はさほど認知されていませんでしたが、徐々に広まってきています。その理由はＥＳＤの目指す理念が今日的な社会の課題とつながっているからです。誰もが持続可能な社会を構築していかなくてはならないと感じています。だから、ＥＳＤについては誰もが理解し、共感を示すのでしょう。

現行の学習指導要領解説では、「持続可能な社会」などの言葉がいくつかの教科等で示されています。現行の学習指導要領自体がまさに持続可能な社会をつくっていくためのものとして作成されたわけです。特に総合的な学習の時間は、ＥＳＤを推進していくメーンフィールドになる時間といえます。それが、小学校3年生から高校3年生まで教育課程上に明確に必修の時間として位置づいているということの意味は非常に大きいと考えています。
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学校の社会的価値を
　　　再クローズアップ
～実践の成果についてお聞きしたいのですが、地域、保護者との連携という点ではいかがでしょう。

　手島　保護者から学校が信頼されるようになったということが大きな成果です。中でも子どもの成長を通じて信頼されるようになることが一番大切です。その信頼に基づいて、地域からも学校がバックアップされるようになってきます。ＥＳＤはそのような大きな力をもっています。
　田村　ＥＳＤは現代社会の様々な問題を扱いますから、自分たちの暮らしの中の問題を取り上げるわけです。そうなると教室の中だけで学んでいてもリアリティーのある学習にはならないので、地域に出かけて地域の人と関わるようになる。そういう意味では、学校が開かれて、地域との連携が生まれる。その結果として、学校への信頼につながっていくのでしょう。

　手島　゛学校はこの地域の未来を育てています。全力でがんばっています゛と発信すれば、「自分たちにできることは何だろう。自分たちも学校を支えます」といってくれるようになりました。入学当初の保護者は地域とのつながりが薄いのです。それが子どもの学校に関する活動を通じて、子どもと共に地域とのつながりを広げ、地域の一員としての自覚が深まります。ＥＳＤの様々な活動はそれを大きく支えています。

　田村　学校は過去においても地域に教育活動の手助けをお願いしているとは思うのですが、保護者がより積極的に教育活動に参加する、そこに保護者同士の豊かな関係が生まれるというのは、従前の地域に向けての活動とは少し違うような活動をＥＳＤの中で進めているからではないかと感じています。ＥＳＤが新しい関係や参加を生み出す環境をつくっているのでしょう。

　手島　例えば、自校では6年生が町の歴史や文化を調べ、それを自分で語れるようになるという学習をしているのですが、地域の方が非常に協力してくれます。町の歴史を語れる方がいて、いろいろな場面で子どもたちを応援してくれます。子どもたちもこのような方や保護者を授業に招いて学習を進め、いい成果を発信するのです。こういうことで子どもも保護者も地域の誇りをもつようになります。
　田村　かつての授業参観などではなく、積極的に授業に参画しているということですね。また、協力してくれる地域の方々、お年寄り、保護者は、子どもたちへの指導と同時に、そこで自分自身も学び直しているのではないでしょうか。改めて地域のことを再認識するこということです。学校がもつ社会資本としての価値が、ＥＳＤによってとても高くなるという印象を受けました。

　学校は、学齢期の子どもたちに適切な教育を施す場なのですが、これからの社会を考えると、この教育施設のもっているリソースを、子どもたちはもちろん、いかに地域の人たちにとっても意味のあるものにするか、価値のある場所にできるかということがものすごく重要になります。持続可能な社会になるかどうか、学校がその゛キーステーション゛になるのでしょう。

　手島　それは、私たちの地域だけではありません。ＥＳＤを進めている多くの学校が同様のことを感じているでしょう。宮城県気仙沼市、東京都多摩市、福岡県大牟田市など地域ぐるみでＥＳＤを推進している地域手そのような話を聞きます。ＥＳＤに取り組む学校が地域の中心となって、町の未来づくりに大きな役割を果たしているということです。

　田村　もともと日本の学校は地域の中心であり、高い社会的価値を有していたのです。それがだんだん都市化、学力優先などの流れの中で薄れてきた。それをＥＳＤが改めて再生してくれているのかもしれません。どの地域にも自然、文化、経済などのよさがあります。そこに生活する人がＥＳＤの取り組みをすることで、そのよさに気づき、互いのネットワークの中で共有し、つながっていくということです。




子どもの姿から
　　　教育観を変える
～成果の1つとして教員の変容がよく指摘されます。
　田村　ＥＳＤの目標は、「持続可能な社会づくりに関わる課題を見いだし、解決するために必要な能力や態度を身につける」ことです。少々乱暴ないい方ですが、そのためにＥＳＤではこれまでの暗記・再生型で一斉画一確立的な授業を、探究的で協同的な授業にしていこうとしているわけです。残念ながら教師自身がこういう学びを経験していません。だとすると、教師自身が変わっていかなくてはならない。探究的な学びを子どもができるようにしていくには、教師自身が探究的、協同的な学習者でなくてはならないのです。ＥＳＤに取り組みながら、教師自身も未来社会を持続的、発展的なものにする人材になってきていると感じています。
　手島　自校の教員からは、「八名川小でＥＳＤに出会わなかったら、自分はどんな教師になっていただろう」「ＥＳＤに出会ってこれまでの教育観が変わりました」といってくれます。ＥＳＤを実践し、子どもの変容を見て、自らの教育観を教師自身が変えてきているのだと思うのです。

　子ども自身を本気で取り組ませることが、今後の教師の指導力になってきます。上手に知識を教え込むのではなくて、学習をコーディネートし、子どもの学びに火をつけてあげる、そういう力がこれからの教師にとって一番大事な力になってくるのでしょう。

学力の向上、
　　　いじめの解消
～最も大きな成果、子どもたちの変容、成長について教えてください。

　田村　調査をしてデータを取っているわけではないので、ＥＳＤでどういう力が付いているかを客観的に語ることは、まだ難しいです。しかし状況をみると、子どもたちの学力との相関があるのでは、と考えられます。全国学力・学習状況調査でも好ましい結果を出している県では、子どもたちが地域の行事に積極的に参加しているとか、総合的な学習の時間で探究的に学んでいるなどの数値が高いようです。ＥＳＤで地域に関わり、自ら主体的に行動し、自ら考えるような子どもが育ってくれば、学力に関する調査にも反映されてくる可能性が高いのではないかと考えます。

　手島　ＥＳＤの授業を進めると、子どもたちに認め合い信頼し合う関係ができます。ＥＳＤの学習では、子どもたちが多様なアイデアを出し合い、その価値を検討し合い、認め合うわけです。そこから、互いの意見、考え方、生き方を尊重し合えるような温かい人間関係が育つのです。だからいじめもなくなります。そして、学校が楽しくていろいろなことに前向きに取り組むようになるので、基礎・基本の学力も必ず高くなります。

　田村　そういう子どもたちは、自己の主張のみならず他者の意見も傾聴するようになり、自分とは違うアイデアや発想などから新たな知をクリエイトすることができるようになってきます。

日本の教師の
　　　優秀さを世界に
～来年、世界会議が日本で開かれますが、世界に発信したい日本のＥＳＤの特長、成果を教えてください。
　手島　ＥＳＤのテーマ「（変化が激しく、持続不可能なほどに厳しい時代を）生きる力の育成」は、学習指導要領で明示されています。そして、15年も前から総合的な学習の時間を中心に全国で取り組まれていることが一番大切なことだと思います。単なる知識理解を教えるのではなく、子どもたちの生きる力の育成に向かって取り組みが進められているということが、世界に誇れることだと考えています。また、647校ものユネスコスクールがＥＳＤの推進拠点として位置づけられていることで、実践、研究などの成果が発信・共有でき、全国の学校教育に大きな影響を与えられるようになったということも日本の特長です。
　田村　3点あります。1つ目は、話にも出ましたが、教育課程上に総合的な学習の時間が位置づいているということです。総合的な学習の時間の目標に向けて丁寧に実践していけばＥＳＤの趣旨にも向かっていきます。
　2つ目は、日本の学校のよさは地域と一体になっているということです。地域の学びのコアセンターになっている学校あります。ＥＳＤによって、これまで以上に学校の社会的価値を高めていく可能性があるということです。

　3つ目のよさは、教師力の高さです。日本の先生方は優秀です。そして、熱心です。自らが学んだことを、次の授業に反映することができる。新しい価値をしっかり受け入れながら、子どもの指導に実際にあたることができるということを世界にアピールしていきたいですね。
手島　日本の教師は本当に優秀で、教育に一生懸命取り組んでいることは間違いないです。もし、ＥＳＤの価値や進め方をよく理解し、各校・各地域で一丸となって実践に取り組んでもらえたら、日本は一段と素晴らしい国になれるのではないかと期待しております。

～ありがとうございます。
教育新聞：平成25年11月28日（木）
資料２





『温かい人間


関係を育てる』








江東区立八名川小学校長


手島 利夫





『地域の環境


づくりを支える』








文部科学省初等中等教育局教育課程課教科調査官


田村 学 氏








